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札幌市街地周辺におけるエゾシカのスポットライトカウント調査

松浦 友紀子 1)*

要 旨
　札幌市では近年市街地へのシカの出没が問題となっている。北海道農業研究センターの構内にお
いてもシカの目撃が増加しており、市街地に出没するシカの生息地になっている可能性がある。そ
こで、当センターにおけるシカの生息状況を把握することを目的としてスポットライトカウント調
査を実施した。調査は 2010 年から 2016 年に 40 回行い、1,675 頭のシカを確認した。観察頭数は増
加傾向で、調査開始当初は平均 29 ～ 32 頭 / 月程度であったが、2016 年には 68.5 頭 / 月となり、ま
た局所的な高密度化が確認された。市街地への出没が増加する初夏から秋にかけて、当センターで
観察されるシカの数も増加した。電気柵による防除も不十分であり、今後当地域のシカ個体群が市
街地に出没するシカの供給地とならないよう、適切な管理が求められる。
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1. はじめに
近年、野生動物の市街地への出没が全国的に問題と

なっている。人の活動圏への出没は交通事故や列車運
行支障を引き起こすほか、人との遭遇による人身被害
発生のリスクも増加する。約 196 万人が居住する札幌
市においても、エゾシカ（Cervus nippon yesoensis、以
下シカとする）やヒグマ（U. arctos）といった大型野
生動物の出没が報告されている（北海道 2012, 札幌市 
2017）。札幌市を含む石狩振興局管内では、シカの市
街地等への出没が年間 150 件前後報告され、交通事故
も 100 件程度発生している（北海道 2012）。そのため
北海道では、市街地にシカが出没した際の対応をまと
めた「アーバンディア対応マニュアル（北海道 2012）」
を作成した。札幌市 （2010）によると、シカの市街地
への出没は初夏（7 月）と秋（10 月）に多く、またオ
スの出没記録が多い。初夏は若いオスによる探索行動、
秋は交尾期に伴うオスの行動変化が要因と推測されて
いる。とくに交尾期のオスは枯角を持つ状態になるこ
とから、その他の時期に比べ遭遇によって人身被害が
発生するリスクも大きい。さらに、市街地に近いとこ
ろでシカ密度が高くなることは、人獣共通感染症の感
染拡大を引き起こす可能性がある。とくに、近年発症
が報告されているダニ媒介性脳炎（TBE）や重症熱性
血小板減少症候群（SFTS）の原因ウイルスを持つマダ
ニはシカにも寄生し、北海道では 2016 年に TBE によ
る死亡例が発生している（国立感染症研究所 2017）。
SFTS は現在のところ症例が報告されているのは西日
本に限られてはいるものの、北海道でもウイルスが検

出されている（国立感染症研究所 2016）ことから楽観
を許さない。

札幌市周辺におけるこのようなリスクを評価し、生
活の安全、安心を確保するためには適切なシカの管理が
必要であり、その基礎としてシカの生息状況を把握し、
情報を取りまとめて道民に発信する必要があるだろう。

2010 年に札幌市が行った調査では、市の南部で相対
的に生息数が多い（札幌市 2010）。同市南部に位置す
る北海道農業研究センター（以下、北農研とする）で
は、2000 年代後半からシカによる試験作物の食害が顕
著になってきており、2011 年には北農研に面した国道
でシカが関連する交通事故も発生している。北農研の
敷地は、市街地に向かって突き出すような形をしてお
り、シカにとっては市街地への出入り口となっている
可能性がある。そこで、市街地への出没リスクを評価
する基礎情報を得るため、北農研構内におけるシカの
出没状況を把握することを目的とし、スポットライト
カウント調査を行った。

2. 調査地及び調査方法
北農研敷地は総面積 8.23 km2 で、そのうち森林が

4.41 km2、畑・牧草地が 3.42 km2、水田が 0.06 km2、建
物他が 0.34 km2 である。北隣には札幌ドームが位置し 

（Fig. 1）、北農研との間には片側 3 車線の市道 903 号
羊ケ丘線が、また札幌ドームの北側には国道 36 号が
走っている。どちらも千歳方面と札幌市内中心部をつ
なぐ幹線道路であり、周辺の交通量は羊ケ丘線（札幌
市豊平区福住 3 条 5 丁目）、国道 36 号（札幌市清田区
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3. 結果と考察
2010 年 9 月 か ら 2016 年 10 月 の 調 査 に お い て、 の

べ 1,675 頭のシカを観察、記録した。調査全期間を通
じてシカが確認され、頭数は 5、6 月には少なく、7 月
以 降 に 増 加 し た（Fig. 2）。2012 年、2013 年、2015 年
は 9 月に最も多くシカが確認され、それぞれ計 40 頭、
45 頭、69 頭であった。2014 年と 2016 年は 8 月に最も
多くシカが確認され、それぞれ計 93 頭、111 頭であっ
た。2011 年は 8 月と 10 月に最も多く、計 39 頭であっ
た。このことから、北農研のシカは初夏に増加しはじ
め、秋にかけて生息数は維持もしくは増加しているこ
とが明らかとなった。初夏は市街地への出没が増加す
る時期（札幌市 2010）に一致する。北農研で 12 月上
旬に捕獲され GPS 付きの首輪を装着された成獣オス 1
頭の追跡結果によると、放逐後まもなく北農研を離れ
て支笏湖畔に移動した（札幌市 2012）。逆に支笏湖畔
で冬に捕獲され GPS 付き首輪を装着された成獣メスの
事例では、24 個体中 1 個体が 4 月末から 6 月にかけて
北農研に移動し、夏と秋を過ごした後に 11 月末に支
笏湖畔に戻った（吉田ら 2014）。スポットライトカウ
ント調査でも、5、6 月は観察数が少なく、また 10 月
に観察数が減少する年が多いことから、北農研のシカ
の大半は季節移動し、冬期間は別の場所で過ごしてい
ると考えられた。実際に、圃場周辺では冬期間のシカ
目撃はない。一方で、北農研と森林でつながる野幌森
林公園（江別市）やレクリエーションの森 （北広島市）
では冬期間もシカが確認されており（古賀 2015）、札
幌市街地に出没するシカがすべて季節移動を行ってい

北野 1 条 1 丁目）ともに約 27,000 台（12 時間の合計）
である（国土交通省運輸局 2017）。北農研では、試験
圃場の作物をシカの食害から防除するため、2012 年か
ら電気柵設置を始め、2015 年 11 月からは圃場全体を
囲っている（Fig. 1）。これら電気柵は、毎年積雪前に
撤去され、翌春 4 月に再設置される。

北農研のシカは、夜間に畑・牧草地に出没すること
から、開放地におけるシカの観察に適しているスポッ
トライトカウント調査を実施した。調査は、2010 年か
ら 2016 年の春から秋にかけて月 1 回実施した（2010
年は 9 月、2015 年は 6 月から、 また 2010、2011 年は
11 月まで）。畑と牧草地を中心に 9.55 km のコースを
設定し（重複するルートを除く）、日没後 30 分程度経
過した後に調査を開始した。時速 10 ～ 20 km で走行す
る車の両側からスポットライト（Q-Beam, Brinkman 社
製）を照射し、シカを探索した。シカを発見した場合は、
双眼鏡を用いて頭数を確認し、さらに性別と齢クラス 

（0 歳／成獣）を判別し、発見場所を記録した。観測は
スポットライトカウント調査の経験者が行い、調査回
数は延べ 40 回であった。2010 年から 2017 年までの相
対密度（10 km あたりの観察頭数）の年変化を検証す
るために、応答変数を各年・各月の観察頭数、説明変
数を実施年とした一般化線形混合モデル（ポアソン分
布）を利用した尤度比検定を行った。その際、各回の
調査距離をオフセット項とし、調査回による発見のば
らつきを考慮して月をランダム効果とした。 

Fig. 1.  北海道農業研究センターの位置図（左）とスポットライトカウントの調査ルート（右・黒線）およ
び電気柵設置個所（右・白線）。（国土地理院の地理院地図より）
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的高い繁殖力を維持できるレベルと考えられる。
今回のスポットライトカウント調査のコースは主に

畑と牧草地を対象としており、森林内で確認された個
体は少なかった。畑と牧草地全域を確認できていると
仮定して観察頭数から密度を算出すると、2016 年の月
平均密度は 18.8±9.4 頭 / km2 となった。この値は、梶
ら（2006）によれば低・中密度に相当し、自然植生へ
の影響は少ないレベルといわれるが、部分的にはこれ
よりもはるかに高密度で記録される場所も存在する。
調査期間を通して確認された 302 群のうち、65.9％（199
群）は 5 頭以下の群れであった（Fig. 3）。20 頭以上の
群れも 3.6%（11 群）と少なかったが、一方で 2016 年
には 43 頭（7 月）、82 頭（8 月）といった大きな群も
確認された。これらは使用していない牧草地での観察
であり、人の気配がなく、シカにとって過ごしやすい
場所であるためにシカが集中したと考えられた。高密
度状態等の個体間の接触が多い状況下では、感染症の
感染拡大を引き起こす可能性があることが指摘されて
おり（松浦・鈴木 2010）、局所的な高密度化において
も同様な現象が起こることが予想される。感染症を媒
介するダニも、種類によっては、シカの密度が高い場
所ほど採集される個体数が多い傾向があることも報告
されている（Tsukada et al. 2014）。実際、ダニ媒介性
疾病であるライム病は、シカの個体数と関係があり、
個体数が多い時は発生率が増加する（Kilpatrick et al. 
2014）。都市近郊でシカが高密度になることにより、
ダニ媒介性疾病や他の感染症がシカの間で広がり、人
への感染リスクが高まることが危惧される。

先述のとおり、2015 年 11 月に全試験圃場を取り囲
んだ電気柵は冬に一旦撤収され、2016 年 4 月上旬に再

るわけではなさそうである。
観察されたシカの頭数は、2011 ～ 2013 年は月平均

29 ～ 32 頭 で あ っ た が、2014 年 に 50 頭 を 超 え、2016
年には 68.5 頭となった（Table S1）。相対密度は、2010
年から 2017 年にかけて有意に増加した（ χ 2 = 24.61、
df = 7、P<0.001）。月によるばらつきが大きいものの、
北農研構内に出没するシカは増加傾向にあるといえ
る。北海道は、シカの生息動向を把握するために、毎
年秋に全道を対象にスポットライトカウント調査を実
施しており、札幌市でも毎年決まったコースで調査が
行われている。農耕地を中心に設定されたコースでは、
直近 6 年間の 10 km あたりの観察頭数は、7.8 頭 （2011
年）から 12.5 頭（2016 年）になっており（北海道未
発表データ）、増加傾向にある。ただし、北農研構内
の 9.55 km コースでは、多い時には 100 頭以上のシカ
が確認されたことから、札幌市の他地域よりも極めて
多くのシカが生息していると考えられた。北農研構内
と周辺は、広大な森林と畑や牧草地があり、シカにと
っては餌資源が豊富であるうえ、銃を用いた有害駆除
も行われていないことから、シカは安全な地域と認識
し、夏の生息地として適した環境になっている可能
性がある。繁殖率の指標となる秋の幼獣比（成獣メス
100 頭あたりの子数）も、2010 年（20 頭）と 2013 年（90 頭）
を除いて 50 ～ 65 頭程度と安定した値が得られている

（Table S1）。この値は、北海道東部の栄養状態の良い
個体群で 1990 ～ 1992 年に観察された値（76 ～ 79 頭
/100 メス、梶・富沢 1993）より低いが、高密度下で栄
養状態の悪い 2010 ～ 2011 年の洞爺湖中島個体群の値

（30 ～ 40 頭 /100 メス、Ikeda et al. 2013）より高い。こ
の地域のシカの栄養状態に関する情報はないが、比較
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Fig. 2.  北海道農業研究センターでスポットライトカウント調査により観察された
シカの頭数（2010-2016 年）。
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究員、酪農学園大学狩猟管理学研究室の伊吾田宏正准
教授および学生院生諸氏には調査をお手伝いいただき
ました。この場を借りてお礼申し上げます。
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Abstract
Urban deer issues are critical in Sapporo, Japan. Deer occurrence is increasing in the Hokkaido Agricultural 

Research Center located in the tip of a forest shaped like a cape. It may be an important habitat of urban deer in 
Sapporo. I conducted spotlight count in the Center to monitor the deer population in forty times between 2010 and 
2016, and observed a total of 1,675 deer. The observed number increased from 29-32 deer / month to 68.5 deer / 
month during study periods, resulting locally high density. The number also seasonally increased between early 
summer and autumn, corresponding to the occurrence to the downtown. The current countermeasure by electric 
fences is incompetent. It is necessary to control the deer population to prevent this area from being a source of 
urban deer in Sapporo. 

Key words :   Spotlight-count, urban deer, density, sika deer

Counting urban sika deer using spotlight in Hokkaido, Japan.
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